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II. 歯と骨と生体力学で解く重力の謎 

 歯とは何か？骨とは何か？重力とは何か？生体力学とは何か？を重力との

関連で深く考察してみましょう。これは究極では物質と物質で出来ている生命

体と、質量のないエネルギーのうち重力エネルギーとの関連を考察するもので

す。歯の働きは何かと言えば、食物を噛み砕きすりつぶす装置です。物理現象で

これを見れば、重い歯が、重力方向に互いに反対方向からぶつかり合う衝突現象

です。ここで物質と重力についてアインシュタインの等価原理すなわち「重力と

加速度は区別出来ない」を思い出しましょう。加速度をもってぶつかり合う歯の

働きは、とりもなおさず重力同士の衝突です。骨は重い動物の体を支えて、移動

する時の駆動力を骨により得ます。そして移動時に働く生体力学
バイオメカニクス

は、一般の機械

力学とは、本質的に異なっています。何となれば、高等生命体は、超多細胞で出

来ているため、これら全細胞を養うために重力に逆らって心臓ポンプを働かせ

て体の隅々まで血液リンパ液を巡らさなければ健康体を保てないからです。 

従来のこの業界の盲点は、この重力作用を失念してしまったところにありま

す。生体力学には、必然的に重力引力作用がその学問の中に内蔵されているので

す。そして６０兆個からなるヒトの生命体は、一時も休むことなく細胞呼吸を続

け、１日に１兆個の細胞がリモデリングを続け、休むことなく代謝・同化・異化

作用を続け、しばしば歩いたり走ったりの移動をします。鳥や魚のように長期に

長時間にわたり頭進を続ければ、体の中でエネルギーの渦が巡りつつ重力作用

を受けながらリモデリングしますから、時間のかかる、ミトコンドリアの産物で

ある余った栄養の終極の産物の生殖細胞は、高等な哺乳動物の雄の場合には睪

丸として腹腔内部から体外の重力方向に飛び出すのです。一事が万事こうして

体が運動方向と重力方向のベクトルとの合成で慣性の法則に則って変化するの

です。これらのことを表３（P31）にまとめました。 

歯が重力と深くかかわる器官である事に筆者が気づいたのは、今から 30年前

頃、ヒトの歯胚の組織像と眼胚の組織像を見て、直感で同じ構造をしているのを

知った時です。歯は重力を担う咀嚼力の担体で、眼は電磁波を受ける光の感覚器

官です。これが同じ構造という事は高等生命体にとって光と重力という異質な

エネルギーを、ともに等価として対応しているという事を知った時です。もとよ

り歯は重力力学作用の衝突を担うべく、眼とは逆の構造になるのは当然のこと

と言えましょう。 

そこで、はたと気づいて光と重力をあらゆる方面から比較して見ました。「重

力と加速度とは区別出来ない」等価原理からわかることは、重力にはその源とし

ての物質（matter）オリジンがなければならないということ。これが万有引力の 
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法則で、すべての物質はその本性として重力引力作用を持つということです。で

は光はどうでしょうか。ファインマンはニュートンと同様に光を深く研究しま

したが、ニュートンとの違いは、光にも物質起源が存在する事を彼は失念してい

たらしいことです。多くの量子物理学者は光に光源という物質オリジンが必須

のことを失念しています。光はこの宇宙に、アプリオリに存在するものと誤解し

ています。ニュートンはもとより、光も重力もともに質量（光源の）に比例し、

その強さはともに距離の二乗に反比例することをその法則として示しています。

つまり光も重力もともに質量のある物質にそなわった本性の異なった側面だと

いうことです。ニュートンは、生涯にわたり元素の研究を行い、極秘の研究室を

設けて、秘かに錬金術の研究を続けたことが知られています。彼は、まさに物質

の源の元素についての研究の途上で光と重力を発見したのでした。 

もう一つ、物質にそなわった本性の一部がフランス革命の頃にラムフォード

が検証した熱です。ラボアジェの時代には、熱は質量のあるカロリック粒子によ

って運ばれると誰一人として疑いを持たなかったのです。大砲の砲身を削ると、

際限なく摩擦熱が発生することを目の当たりにしたラムフォードは、熱が物質

の摩擦で生ずるエネルギーである事を発見して発表しました。しかし１００年

間も無視されたあげく、今だにラムフォードの仕事は認められていません。この

事実からも解ることは、熱力学で大騒ぎをしている熱もまた、その源は物質なの

です。フーリエが述べていますが、熱も光も重力も、宇宙のすべてを透過し、そ

の強さは熱源・光源・物質の質量に比例し距離の二乗に反比例します。 

かくして質量のある「物質もまたエネルギーの様態の一つである」というアイ

ンシュタインのことばが、漸くにして「光と重力と熱の三つのエネルギー側面を

本性として切っても切れない関係で持っているのが質量のある物質である」と

いうところに行きつきました。こうして宇宙は、時間と空間と質量のある（元素

の集合体）物質の三要素から成り、この物質がさらに光と熱と重力の三種のエネ

ルギーに分かれ、宇宙の構成則が五つのエネルギーすなわち時間、空間、光、熱、

重力エネルギーのクインテッセンスであることが明らかとなりました。 

そして質量のある物質もないエネルギーも、ともに等価であるという事は、高

等な脊椎動物にとっては、ともにこれらの刺激が触媒となってミトコンドリア

や染色体の中の細胞核の遺伝子の引き金が引かれて化生現象が起こることで生

命の営みが続けられ、発生も進化も起こり、成長も生殖も老化も病気も死も起こ

っているということが究明されました。進化のしくみさえ解れば、病気の発症の

しくみも訳なく解けるはずです。 

 


